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前
回
の
９
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
て
い
た
平
成
28
年
度
会
計
決
算
議
案
に
つ
い
て
、

12
月
定
例
会
初
日
に
採
決
を
行
い
、
全
て
の
決
算
議
案
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
決
算
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
広
報
津
山
１
月
号
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市のお金は適正・効率的　に使われたか？

美見みち子議員　一般会計決算について、
歳入の地方消費税交付金には、増税に反対
していた消費税が含まれている。また、個
人情報漏洩等が懸念されるマイナンバー制
度関連費用なども含まれていることから反
対する。（その他４決算議案に反対）

中村聖二郎議員安東伸昭議員

平
成
28
年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
！

決
算

審
議

平成2８年度はこんな事業がありました。

私はこう考える！
反対討論

つやま産業支援センターの地域企業・産業支援
により、雇用と経済を活性化

アルネ津山に親子ひろば「わくわく」と
一時預かりルーム「にこにこ」を設置旧阿波小学校を改修し、農産物加工

施設として整備

市外在住者に津山市の魅力をＰＲ
（シティプロモーション）

美作材の海外販路拡大を目指し、韓国
でのアンテナショップ開設を支援

なぜ？
どうして？
徹底審議

グラスハウス運営委託料つやま産業支援センター
の成果

原材料費の大幅増額

問　グラスハウス管理運営委託
料が前年に比べ増加している
が、その効果は？

問　原材料費が他の費目に見られ
ない大幅な伸びを示しているが、
どのような事業によるものなのか？

答　施設経営が安定し、新たな会
員募集やＰＲ活動等に取り組ん
だ結果、平成28年度の利用者
数は12万849人で、一定の来
場者数を確保できている。また、
平成29年7・8月の来場者数
は、津山市に移譲以降、最高の
人数であった。

答　主に鳥獣害防止対策のワイヤ
ーメッシュ・電気柵等の資材や市
道・水路等の補修材料を地元に交
付したものである。近年、増加す
る猪や鹿の農作物被害防止に積極
的に対応している。

秋久憲司議員 美見みち子議員 

収納率アップの理由は？

問　平成28年度の市税・国民健康
保険料の収納率が前年度より向上
した理由は？

答　賦課から徴収まで公平・公正
の大原則を職員が十分理解し、厳
格に業務遂行したことに加え、金
曜日夜間窓口、毎月末の日曜日納
税窓口、コンビニ収納等の整備に
力を注いだ結果だと考えている。

問　つやま産業支援センターの
取り組み成果は？

答　積極的な企業訪問、高い技
術を活かした製品開発や自社ブ
ランド化、工場の自動化・省力
化による生産性の向上、企業人
材の育成など、継続的な取り組
みを行うことで、年度ごとの成
果が得られているものと考えて
いる。

国際観光客の誘客状況

金田稔久議員

問　国際観光テーマ地区誘客促進
協議会負担金の支出について、
この協議会の活動状況は？

答　本協議会の津山市実施事業
として、台湾人ブロガーや旅行
エージェントなどの招請、視察
ツアー等の受け入れを行った。
津山さくらまつりの外国人客の
増加、阿波地区での台湾人ツア
ーの定期実施など、実績を上げ
つつある。
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これらの補正予算・条例も審議しました
地域材利用促進事業

４００万円

災害復旧事業関連補正予算

１億６,３９４万円

地域材を使用した新築住宅に対する
補助金の追加要望に対応します。

昨年10月の台風21号による災害復旧事
業の経費を中心とした補正予算です。
（写真はグリーンヒルズ津山での倒木）

津山市中小企業・

小規模企業振興基本条例

ごみ焼却施設解体撤去事業

▲１億２,０００万円（減額）

地域産業・経済の発展、市民生活の向上
を目的とし、中小企業・小規模企業の振
興に関する施策の基本事項を定めます。

小桁のごみ焼却場跡より土壌汚染が地下深
くまで達していることなどが確認されたため、
地下部分の工事を別事業で行うための予算減
額です。（この事業では、地上部分のみ実施）

米軍単独訓練受け入れ

　　に係る決議を否決！

中
心
市
街
地
に
新
駐
車
場
を
設
置

観
光
・
商
業
・
文
化
施
設
の
需
要
に
対
応

　

鶴
山
公
園
、
城
東
地
区
な
ど
の
周
辺
観
光
施
設
や
、
中
心
市

街
地
の
商
業
施
設
、
文
化
施
設
の
駐
車
需
要
に
対
応
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
市
内
山
下
に
「
津
山
市
城じ
ょ
う
な
ん南駐

車
場
」
を
設

置
す
る
た
め
の
条
例
が
当
局
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
駐
車
場
は
、
第
一
駐
車
場
が
新
津
山
国
際
ホ
テ
ル
建
設

に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
も
の

で
、
今
後
、
本
市
を
訪
れ
る
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今回の定例会では２件の請願が提出されました。

●「地方財政の充実・強化を求める意見書提出について」の請願　⇒　採択

●日本政府に核兵器禁止条約の調印を求める意見書採択を求める請願　⇒　不採択

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
提
出
者
の
中
島
完
一
議
員
を
含
め
４
名
の
議
員

か
ら
「
米
軍
単
独
訓
練
の
受
け
入
れ
賛
成
を
早
期
に
求
め
る
決
議
※
」
が

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
に
対
し
て
、
陸
上
自
衛
隊
日
本
原
演
習
場
で
の
米
軍
単
独
訓
練

の
受
け
入
れ
判
断
を
市
長
選
挙
前
ま
で
に
行
う
と
と
も
に
、
地
元
演
習

場
対
策
委
員
会
の
答
申
を
最
大
限
尊
重
し
、
受
け
入
れ
に
賛
成
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

決
議
案
の
概
要

反
対
討
論

賛
成
討
論

※決議…議会が行う意思形成行為で、議会の意思を対外的に表明するために行われる議決

１２月定例会 議案をピックアップ！ 

議
案
に
対
す
る
質
問

（
中
村
聖
二
郎
議
員
）

問　

受
け
入
れ
の
覚
書
き
を
交
わ
す
た
め
に
は
、
一
定
の
期
間
が
必
要

　
　

で
あ
る
。
な
ぜ
受
け
入
れ
判
断
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
か
？

答　

米
軍
単
独
訓
練
は
宮
地
市
長
に
打
診
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
の
で
、

　
　

市
長
の
任
期
中
に
結
論
を
出
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

美
見
み
ち
子
議
員　

受
け
入
れ
順
守
事
項
の
確
認
に
は
一
定
の
期
間
が

必
要
で
あ
り
、
市
長
選
挙
ま
で
に
結
論
を
出
す
に
は
無
理
が
あ
る
。

金
田
稔
久
議
員　

地
元
演
習
場
対
策
委
員
会
の
答
申
を
尊
重
す
る
が
、

諸
課
題
の
整
理
を
考
慮
す
る
と
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

広
谷
桂
子
議
員　

受
け
入
れ
は
賛
成
だ
が
、
「
市
長
選
挙
前
ま
で
に
判

断
」
と
の
条
件
は
つ
け
る
べ
き
で
な
い
。

竹
内
邦
彦
議
員　

こ
の
件
は
国
の
安
全
保
障
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る

た
め
、
早
急
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
会
議
に
お
い
て
、
こ
の
決
議
案
の
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
少
数

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

請　願

中村聖二郎議員　核の惨禍を体験した日本が
核兵器禁止に賛同し、推進の先頭に立つこと
が強く求められており、請願は採択するべき
である。

秋久憲司議員　核兵器廃絶という現実的で理
性的な選択でしか人類の未来はなく、非核兵
器平和都市宣言を決議している本市としても
請願を採択するべきである。

【請願要旨】２０１８年度の政府予算・地方財政について、国民生活を犠牲にせず、社会保障充実、
　地方財政確立等を求める意見書を津山市議会から政府関係機関へ提出すること。

【請願要旨】日本政府の速やかな核兵器禁止条約への調印を求める意見書を津山市議会から政府関
　係機関へ提出すること。

私はこう考える！賛成討論
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市政のあり方を問う！

7 ●政治家に対し、寄附を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

ヘルプマークとヘルプカード

米軍単独訓練、議会の考えは？

議員との答弁協議は必要！？

　一般質問の記事は、決められた文字数の中で議員本人が要約し、掲載し
ています。詳細は次の方法によりご覧ください。
◆インターネット
　会議録はインターネットでもご覧いただけます。「津山市議会会議録」
で検索してください。12月議会の会議録は３月議会初日に公開予定です。
◆会議録（冊子）
　議会事務局、市立図書館（加茂・勝北・久米を含む）、県立図書館で
ご覧いただけます。12 月議会の会議録（冊子）は、３月に発行予定です。

政岡哲弘
未来

答 弁 協 議 の 必 要 性 と 重 要 性

答 問
を
行
う
際
に
は
、

事
前
に
担
当
部
局
と

答
弁
協
議
を
行
う
の

が
通
例
で
あ
る
。
し

か
し
、
議
員
側
が
そ

の
内
容
を
尊
重
し
て

協
議
し
た
原
稿
ど
お

り
に
読
み
上
げ
て

も
、
答
え
る
市
長
が

そ
の
内
容
を
逸
脱
し

た
答
弁
を
す
る
こ
と

が
あ
る
。
市
長
は
、

答
弁
協
議
が
必
要
で

重
要
な
も
の
と
考
え

て
い
る
の
か
。

議
員
が
一
般
質

議
会
答
弁
の
や

り
取
り
は
、
議
会
運

営
を
円
滑
か
つ
効
率

的
に
行
い
、
行
政
の

見
解
を
わ
か
り
や
す

く
示
す
こ
と
を
目
的

問

ヘ ル プ マ ー ク ・ カ ー ド の 交 付 と 理 解 拡 大 を

答

答

 

・
カ
ー
ド
を
利
用
す

る
こ
と
で
ど
ん
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
か
。

ま
た
、
手
続
き
は
。

で
正
し
い
知
識
を
児

童
生
徒
へ
伝
え
る
の

に
他
都
市
で
は
外
部

医
師
が
授
業
し
て
い

た
。
津
山
で
も
で
き

な
い
か
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

「
が
ん
教
育
」

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

い
の
ち
の
大
切

は
外
見
か
ら
わ
か
り

に
く
い
障
が
い
が
あ

る
人
や
妊
娠
初
期
な

ど
の
人
が
カ
バ
ン
な

ど
に
付
け
る
。
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
は
ど
の
よ

う
な
障
が
い
で
、
ど

ん
な
援
助
を
必
要
と

す
る
か
を
記
載
す
る

カ
ー
ド
。
配
慮
や
手

助
け
を
得
や
す
く
す

る
た
め
の
も
の
で
あ

る
。
市
役
所
・
支
所

で
本
人
、
支
援
者
が

申
請
書
記
入
で
交
付

で
き
る
。

さ
を
育
む
視
点
で
と

て
も
有
意
義
で
あ

る
。
外
部
講
師
の
招し
ょ
う

聘へ
い

を
含
め
十
分
な
配

慮
も
必
要
で
あ
り
、

今
後
研
究
し
て
い

く
。

問

問

答

農
地
の
約
18
％

が
相
続
未
登
記
と

な
っ
て
い
る
。

に
は
不
可
欠
な
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
音
声
案
内
を

は
じ
め
、
柔
軟
な
発

想
で
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
業
務
の
効

率
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

備
は
大
変
有
意
義
で

あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
収
納
方
法
に
つ

い
て
は
、
現
在
調
査

中
で
あ
る
。
債
権
に

関
し
て
は
、
債
権
管

理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
債
権
を
一
元
的

に
管
理
す
る
。

田口浩二

広谷桂子

A I を 活 用 し 行 政 サ ー ビ ス を 向 上 さ せ よ う ！

議
会
運
営

行
革

税
・
公
共
料
金

農
地

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

が
ん
教
育

Ｂ
ｚ́
公
演
で
の
経

済
効
果

答

答

問問

問

活
用
し
、
総
合
窓
口

の
復
活
な
ど
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

行
政
業
務
の
効
率
化

が
図
れ
な
い
か
。

等
の
納
付
し
や
す
い

環
境
を
整
備
し
て

は
。
ま
た
、
債
権
管

理
の
状
況
は
。

農
地
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
Ｉ
（
※
）
を

税
・
公
共
料
金

所
有
者
不
明
の

Ａ
Ｉ
は
将
来
的

納
付
環
境
の
整

森西順次
緑風会

米 軍 訓 練 で 議 会 の 意 見 聞 く 真 意 は

米
軍
単
独
訓
練

学
校
施
設
移
転

答 で
の
米
軍
単
独
訓
練

の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
、
日
本
原
演
習
場

対
策
委
員
会
が
提
出

し
た
条
件
付
き
で
受

け
入
れ
を
容
認
す
る

と
し
た
答
申
の
ほ

か
、
市
議
会
の
意
見

も
聞
き
た
い
と
の
こ

と
だ
が
、
真
意
は
。

市
長
の
決
断
時
期

は
。

日
本
原
演
習
場

米
軍
の
事
件
等

は
演
習
場
内
に
留
ま

る
こ
と
な
く
私
有
地

な
ど
で
起
き
て
い

る
。
ま
た
、
米
軍
の

事
故
な
ど
は
原
因
究

明
な
ど
す
べ
て
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
お
ら

ず
、
訓
練
に
よ
る
影

問

27
日
に
作
陽
学
園
の

松
田
理
事
長
に
気
持

ち
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
本
市
で
の
作
陽

高
校
存
続
を
重
ね
て

要
請
し
た
。
学
園
か

ら
は
高
校
を
と
り
ま

く
状
況
や
学
園
創
設

以
来
の
津
山
に
対
す

る
思
い
な
ど
を
伺
い
、

今
後
も
協
議
を
継
続

し
て
い
く
。
11
月
22

日
に
は
市
議
会
正
副

議
長
と
商
工
会
議
所

会
頭
と
と
も
に
作
陽

高
校
の
本
市
で
の
存

続
に
つ
い
て
要
望
し岡田康弘

市政会

作 陽 高 校 の 移 転 話 　 市 の 対 応 は

答 問敷
移
転
が
市
民
の
間

で
話
題
に
な
っ
て
い

る
。
対
応
状
況
は
。

作
陽
高
校
の
倉

平
成
29
年
９
月

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆◆◆
市
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て

財
政
運
営
に
つ
い

て期
日
前
投
票
に
つ

い
て

て
お
り
、
学
園
に
よ

る
今
後
の
検
討
の
中

で
改
め
て
考
慮
い
た

だ
く
よ
う
要
請
し
て

い
る
。
現
在
の
協
議

は
学
園
で
の
検
討
を

見
据
え
な
が
ら
存
続

を
要
請
す
る
段
階
と

受
け
止
め
て
お
り
、

協
議
を
続
け
る
と
と

も
に
松
田
理
事
長
に

直
接
要
請
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

清流の会

公明党津山市議団

※AI（人工知能）…人工的にコンピュータ上などで人間と同様の知能を実現させる技術。

響
を
不
安
視
す
る
声

も
あ
る
。
今
回
の
米

単
独
訓
練
に
つ
い
て

は
日
本
原
演
習
場
対

策
委
員
会
で
の
演
習

場
の
使
用
承
認
の
範

囲
を
超
え
た
事
案
で

あ
り
、
津
山
市
全
体

を
視
野
に
入
れ
、
市

民
の
代
表
で
あ
る
市

議
会
議
員
の
考
え
方

を
参
考
に
す
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
決
断
し
た

い
。

と
し
、
議
会
と
当
局

が
あ
ら
か
じ
め
取
り

決
め
た
ル
ー
ル
だ
と

理
解
し
て
い
る
。
答

弁
に
つ
い
て
は
、
質

問
要
旨
の
内
容
を
逸

脱
し
な
い
よ
う
心
掛

け
て
い
る
が
、
わ
か

り
や
す
く
か
つ
論
旨

を
明
ら
か
に
す
る
意

味
で
、
答
弁
時
に

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
加
え

る
こ
と
も
あ
る
。
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。
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9

官民連携でトイレ清掃（阿波・大杉地区）

津山市に移住定住を呼びかける PR 動画

韓国の美作材アンテナショップ（店内より）

金田稔久

小椋　多

緑風会

未来

病 児 保 育 施 設 拡 充 へ

津 山 市 の 官 民 連 携 は

答答

答

答

答

が
２
施
設
に
拡
充
さ

れ
、
期
待
の
声
が
多

く
聞
か
れ
る
が
取
り

組
み
は
。

へ
の
取
り
組
み
と
し

て
韓
国
で
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
実
績

は
。

連
携
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い

る
の
か
。

算
と
権
限
は
、
地
域

振
興
部
が
所
管
し
た

ほ
う
が
良
い
の
で
は
。

用
野
菜
の
産
地
化
と

関
連
す
る
加
工
調
整

工
場
の
誘
致
を
。

病
児
保
育
施
設

美
作
材
の
輸
出

津
山
市
の
官
民

旧
町
村
部
の
予

業
務
用
・
加
工

今
年
度
末
ま
で

今
年
度
目
標
を

第
10
次
行
財
政

野
菜
の
需
要
形

支
所
・
出
張
所

に
新
施
設
を
開
設
し
、

保
護
者
へ
の
就
労
支

援
や
、
定
住
自
立
圏

連
携
事
業
と
し
て
子

育
て
支
援
に
貢
献
で

き
る
と
考
え
る
。

上
回
る
見
込
み
で
あ

る
。
来
年
度
は
住
宅

改
革
大
綱
に
お
い

て
、
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を

改
革
の
柱
の
ひ
と
つ

に
位
置
付
け
た
。
そ

の
手
法
と
し
て
民
間

活
力
の
有
効
活
用
を

推
進
し
、
公
共
施
設

へ
の
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
る
。

態
が
変
化
し
、
業
務

用
・
加
工
用
野
菜
の

需
要
が
増
し
て
き
て

い
る
こ
と
は
興
味
深

い
。
物
流
の
研
究
も

含
め
、
Ｊ
Ａ
等
と
相

談
し
可
能
性
を
探
っ

て
み
た
い
。

の
業
務
は
多
岐
に

渡
っ
て
お
り
、
基
本

的
に
本
庁
の
す
べ
て

の
部
署
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
内
行
政
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

現
状
の
仕
組
み
で
市

民
の
皆
さ
ん
に
迷
惑

が
か
か
ら
ぬ
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

問問

問問

問

伸
ば
し
、
全
国
に
負

け
な
い
多
く
の
魅
力

あ
る
資
源
を
最
大
限

活
用
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
技
術

力
の
高
い
「
も
の
づ

く
り
産
業
」、
豊
か

な
資
源
に
育
ま
れ
た

農
林
業
な
ど
、
市
の

持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
活
か
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
や
観
光竹内靖人

緑風会

定 住 ・ 移 住 ・ 人 口 減 少  若 者 力 が 必 要 だ 　 津 山

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆

◆

◆◆

電
力
の
自
由
化
へ

の
対
応
と
成
果

ふ
る
さ
と
教
育
に

つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い

て市
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て

答 問ど
も
か
ら
高
齢
の
方

ま
で
健
康
で
過
ご
せ
、

人
口
減
少
に
も
立
ち

向
か
う
地
方
創
生
の

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
。

県
北
の
雄
都
と
し
て

目
指
す
方
向
を
は
っ

き
り
示
す
べ
き
で
は
。

津
山
市
は
、
子

地
域
の
特
性
を

●政治家は、暑中見舞い・年賀状などのあいさつ状を出すことが禁止されています。

教育相談センター・鶴山塾

市内全域での光回線整備が望まれる！

目指せ！観光客 200 万人

黒見節子
市民と歩む会

「 子 ど も た ち に 寄 り 添 う 」 津 山 の 教 育 を ！

答答

答答

の
事
業
は
。

ン
の
策
定
状
況
は
。

動
、
ス
タ
ッ
フ
は
。

改
訂
で
授
業
時
間
は
。

市
街
地
活
性
化

さ
ん
さ
ん
プ
ラ

鶴
山
塾
の
活

国
の
指
導
要
領

47
事
業
を
実
施

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

外
国
語
活
動
等

通
塾
指
導
、
訪

し
て
い
る
。
歩
行
者

 

・
自
転
車
通
行
量
と

歴
史
文
化
関
連
施
設

利
用
者
数
は
目
標
達

成
し
、
人
口
の
年
間

社
会
動
態
平
均
の
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

メ
ン
ト（
※
）、
庁
内

の
推
進
会
議
、
ま
ち

づ
く
り
審
議
会
で
意

見
聴
取
を
行
っ
た
。

「
女
性
活
躍
推
進
法
」

関
連
の
一
般
事
業
主

行
動
計
画
は
策
定
義

で
小
３
～
６
は
週
１

時
間
増
加
す
る
。

問
支
援
等
で
子
ど
も

た
ち
の
生
き
る
力
を

伸
ば
し
、
社
会
的
自

立
を
支
援
し
て
い

る
。
ス
タ
ッ
フ
は
８

名
と
特
別
相
談
員
３

名
で
あ
る
。

問問

問 問

西野修平
緑風会

食 と 文 化 で 観 光 の 充 実 を

答答 や
建
築
に
ど
の
よ
う

に
津
山
産
の
杉
、
檜

を
使
用
す
る
の
か
。

山
の
観
光
を
い
か
に

し
て
充
実
さ
せ
て
い

く
の
か
。

津
山
市
の
備
品

食
と
文
化
で
津

新
設
す
る
幼
稚

牛
肉
料
理
の
食

園
な
ど
に
可
能
な
限

り
津
山
産
木
材
を
使

用
し
て
い
く
。
今
後

も
法
令
等
の
制
限
に

よ
る
場
合
を
除
き
、

津
山
産
の
杉
・
檜
を

使
用
し
て
い
く
。

問問

答

サ
ム
ハ
ラ
神
社

は
戦
争
中
に
は
弾
よ

け
に
御
利
益
が
あ
る

と
言
わ
れ
、
現
在
は

事
故
よ
け
、
災
難
よ

け
に
御
利
益
が
あ
る

と
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
口
コ
ミ
に

よ
り
そ
の
存
在
が
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
神
社
で
あ
る
。
新

た
な
観
光
名
所
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。

ビ
津
山
な
ど
と
光
回

線
の
早
期
整
備
に
つ

い
て
協
議
・
要
望
を

行
っ
て
お
り
、
通
信

事
業
者
か
ら
最
新
の

技
術
動
向
の
情
報
収

集
を
行
い
、
最
適
な

形
と
な
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

原　行則

市 内 全 域 に 光 回 線 の 整 備 を す べ き ！

◆
土
地
問
題

答 問問 県
北
９
市
町
村
は
す

べ
て
光
回
線
を
整
備

し
て
い
る
。
県
北
中

心
都
市
で
あ
る
津
山

市
も
全
域
に
光
回
線

を
整
備
す
べ
き
で
は
。

ラ
神
社
が
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
市
内

津
山
市
を
除
く

加
茂
の
サ
ム
ハ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
テ
レ

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

公明党津山市議団

情
報
発
信
し
、
誘
客

に
努
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
食

や
伝
統
工
芸
な
ど
を

取
り
入
れ
た
体
験
型

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

し
、
観
光
客
の
滞
在

時
間
を
延
ば
し
、
観

光
消
費
拡
大
に
つ
な

げ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
る
。
観
光
客
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
・
分

析
の
う
え
、
観
光
客

２
０
０
万
人
を
達
成

し
た
い
。

振
興
、
農
林
業
の
６

次
化
等
を
進
め
、
持

続
力
と
発
展
性
の
あ

る
津
山
を
再
生
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
は

市
民
の
皆
様
の
力
も

必
要
と
考
え
、
力
添

え
も
得
た
い
。
市
民

目
線
に
立
っ
た
行
政

運
営
を
心
が
け
、「
住

ん
で
み
た
い
」、「
住

み
続
け
た
い
」
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
に

全
身
全
霊
を
注
い
で

参
り
た
い
。

外
、
県
外
か
ら
多
く

の
人
が
来
ら
れ
て
い

る
が
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。

文
化
や
優
れ
た
歴
史

文
化
施
設
を
観
光
資

源
と
し
て
効
果
的
に

企
業
誘
致

政
治
姿
勢

官
民
連
携

行
革

通
信
イ
ン
フ
ラ

津
山
産
木
材

観
光

観
光

美
作
材
輸
出

ま
ち
づ
く
り

教
育

男
女
共
同
参
画
社
会

病
児
保
育

三
棟
の
受
注
も
あ
り
、

さ
ら
な
る
拡
充
に
努

め
る
。

務
の
あ
る
市
内
13
事

業
所
す
べ
て
策
定
済

み
で
あ
る
。

※パブリックコメント…行政が法令や政策を決めていく過程で民意を反映させる仕組み。



市政のあり方を問う！

10
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11 ●政治家は、お歳暮やお年賀は禁止されています。 ●政治家は、地域の運動会やスポーツ大会への飲食物の差し入れは禁止されています。

１０月２５日に開催された「学ラボ」

夜間特別警戒を実施中（平成29年12月）

安心保育で子育て支援を

完成が近づく津山駅周辺整備

秋久憲司

中島完一

緑風会

未来

保 育 士 不 足 で 一 時 預 か り 保 育 が ス ト ッ プ ！

吉 井 川 南 岸 の 不 審 火 の 一 刻 も 早 い 解 決 を ！

答

答

答

答答

臨
時
・
非
常
勤
職
員

の
処
遇
改
善
が
図
ら

れ
る
見
通
し
と
な
っ

た
が
、
い
つ
か
ら
ど

の
よ
う
な
内
容
と
な

る
か
。

保
育
士
不
足
と
な
っ
て

保
育
に
影
響
が
出
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
保

育
士
の
正
職
比
率
を
上

げ
る
べ
き
で
は
。

区
で
は
、
平
成
29
年

に
20
件
も
の
不
審
火

が
発
生
し
、
多
く
の

住
民
が
不
安
な
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
津
山
市
と
し
て

も
よ
り
強
力
な
警
戒

態
勢
を
敷
き
、
犯
人

検
挙
に
向
け
て
協
力

し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

門
的
な
知
識
を
持
つ

法
改
正
に
よ
り

公
立
保
育
所
は

吉
井
川
南
岸
地

相
談
支
援
の
専

平
成
32
年
４
月

岡
山
連
携
中
枢

連
続
不
審
火
へ

相
談
内
容
が
複

「
一
時
預
か
り

か
ら
新
制
度
に
な

る
。
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
は
給
料
、
期
末
手

当
、
退
職
金
な
ど
を

支
給
し
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
は
報
酬
と
期
末

手
当
が
支
給
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
他
の

仕
事
と
の
兼
務
も
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

都
市
圏
に
お
い
て
、

貸
出
券
の
統
一
や
、

ど
こ
の
図
書
館
で
も

借
り
た
本
の
返
却
が

可
能
と
な
る
物
流
面

で
の
運
用
が
改
善
さ

れ
た
場
合
に
は
連
携

を
検
討
し
た
い
。

の
警
戒
態
勢
と
し
て

は
、
９
月
22
日
以

降
、
現
在
も
津
山
市

消
防
団
及
び
津
山
圏

域
消
防
組
合
が
連
携

し
、
該
当
地
域
の
夜

間
特
別
警
戒
を
実
施

中
で
あ
る
。
10
月
に

は
津
山
警
察
署
長
や

雑
・
多
様
化
し
て
お

り
配
置
す
る
こ
と
を

研
究
す
る
。

保
育
」
の
実
施
を
見

送
っ
て
い
る
。
計
画

的
な
採
用
に
よ
っ
て

正
職
比
率
を
上
げ
て

い
く
。

問

問

問

問

年
度
実
施
し
た
３
種

類
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
「
１
ｄ
ａ
ｙ

型
（
企
業
見
学
バ
ス

ツ
ア
ー
）・
課
題
解

決
型
・
魅
力
発
見
型

（
学
ラ
ボ
）」
に
加
え
、

地
域
企
業
で
の
２
週

間
か
ら
４
週
間
の
長

期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
仕
事
や
就
職
を

テ
ー
マ
と
し
た
企
業

と
大
学
生
の
座
談
会

「
は
た
ら
こ
だ
っ
ぴ
」

で
地
域
企
業
の
代
表

者
と
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。

３ ０ 年 度 に 向 け て の 行 政 施 策 は

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
津
山
の
観
光
施
策

答 問

問

ッ
プ
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

都
市
圏
と
し
て
の
図

書
館
の
相
互
利
用
の

取
り
組
み
は
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ

岡
山
連
携
中
枢

30
年
度
は
、
29

消
防
長
、
消
防
団
長

と
不
審
火
対
策
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
吉

井
川
南
岸
地
区
に
対

す
る
防
犯
灯
設
置
へ

の
緊
急
補
助
や
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
要
望

へ
の
対
応
を
指
示
す

る
と
と
も
に
、
不
審

火
発
生
現
場
を
巡
回

し
、
火
災
の
発
生
状

況
等
に
つ
い
て
確
認

し
た
。

津本憲一
清流の会

来 年 度 道 徳 教 育 を 導 入 、 学 校 教 育 課 の 見 解 は

答 度
よ
り
道
徳
教
育
を

導
入
す
る
の
か
。
導

入
に
つ
い
て
市
学
校

教
育
課
の
見
解
は
。

国
は
な
ぜ
来
年

小
中
学
校
で

は
、
道
徳
の
指
導
は

道
徳
時
間
を
要
と
し

て
学
校
教
育
活
動
全

体
で
行
っ
て
き
た
。

子
ど
も
た
ち
の
人
格

形
成
の
根
幹
に
関
わ

る
重
要
な
も
の
と
認

識
し
、
道
徳
教
育
の

量
的
確
保
と
内
容
や

指
導
法
の
工
夫
・
充

実
を
目
指
し
、
来
年

度
か
ら
「
特
別
の
教

科
道
徳
」
に
位
置
付

け
ら
れ
た
。

　

市
教
育
委
員
会
と

し
て
は
現
代
の
多
様

問

整
備
に
つ
い
て
は
平

成
29
年
内
に
完
成
す

る
見
込
み
。
併
せ
て

Ｓ
Ｌ
周
辺
部
の
景
観

整
備
に
も
着
手
中
で

あ
る
。
津
山
駅
北
口

駐
輪
場
の
整
備
は
11

月
に
発
注
し
た
と
こ

ろ
で
、
屋
根
材
等
の

材
料
調
達
を
行
っ
て

お
り
、
年
明
け
か
ら

現
場
に
着
手
す
る
予

定
で
あ
る
。
北
口
広

津 山 駅 周 辺 整 備 の 状 況 は

◆

◆

市
所
有
の
未
利
用

地
活
用
方
針

今
日
ま
で
の
津
山

市
の
経
済
と
今
後

の
行
方

答 問備
に
つ
い
て
、
歩
道

や
駐
輪
場
の
整
備
、

安
全
対
策
上
の
表
示

板
の
設
置
等
年
度
内

を
目
標
に
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、

状
況
は
。

津
山
駅
周
辺
整

歩
道
等
の
市
道

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

安東伸昭

村田隆男
市民と歩む会

狩 猟 免 許 取 得 費 、 市 が 全 額 負 担 を

答 期
高
齢
者
の
健
康
寿

命
を
延
ば
す
た
め
、

各
種
病
気
を
早
期
発

見
す
る
人
間
ド
ッ
ク

検
診
の
補
助
事
業
の

実
施
は
。

国
保
並
び
に
後

補
助
は
病
気
の

早
期
発
見
と
医
療
費

抑
制
の
た
め
に
有
効

で
、
市
民
の
健
康
意

識
の
向
上
や
受
診
率

向
上
に
も
つ
な
が

る
。
関
係
機
関
と
協

議
し
事
業
実
施
に
つ

い
て
研
究
す
る
。

問

竹内邦彦
津山自由民主倶楽部

場
内
の
安
全
対
策
と

し
て
、
簡
易
な
施
設

案
内
や
駐
停
車
禁
止

な
ど
の
注
意
喚
起
の

表
示
は
設
置
し
て
い

る
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

な
ど
は
発
注
済
み

で
、
交
通
事
業
者
の

意
見
も
伺
い
な
が
ら

順
次
設
置
し
て
い

く
。
一
連
の
北
口
広

場
に
関
す
る
整
備

は
、
す
べ
て
年
度
内

に
完
成
す
る
予
定
で

あ
る
。

な
価
値
観
の
存
在

を
受
け
入
れ
た
上

で
、
そ
の
価
値
に
ど

う
向
き
合
い
、
自
身

が
よ
り
良
く
生
き
て

い
く
か
を
考
え
続
け

て
い
く
子
ど
も
た
ち

の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。
新
学
習
指
導

要
領
に
位
置
付
け
た

「
特
別
の
教
科
道
徳
」

を
要
に
学
校
教
育
活

動
全
般
で
指
導
し
て

い
き
た
い
。

処
遇
改
善

保
育

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

広
域
連
携

防
犯

福
祉

健
康

津
山
駅
周
辺
整
備

教
育

答

費
を
市
が
全
額
負
担

し
て
担
い
手
の
確
保

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

狩
猟
免
許
取
得

狩
猟
免
許
の
取

得
は
講
習
会
費
、
免

許
試
験
料
の
半
額
を

助
成
し
て
い
る
。
補

助
制
度
を
利
用
す
る

場
合
、
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
へ
の
将
来

の
加
入
を
お
願
い
す

る
な
ど
人
材
確
保
に

つ
な
げ
た
い
。
レ

ジ
ャ
ー
と
し
て
の
狩

猟
を
希
望
す
る
人
も

い
る
の
で
、
ど
の
程

度
の
助
成
が
適
切
か

検
討
し
た
い
。

問鳥
獣
被
害
対
策

「
社
会
福
祉
士
」
を

採
用
す
べ
き
で
は
。
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市政のあり方を問う！

13 政治家は、病気見舞いを禁止されています。 ●政治家が、選挙区内にある者に対して、寄附をすることはいかなる名義でも禁止されています。

安全・安心な津山の玄関口に！

つやま産業支援センター（津山市東庁舎）

津山の将来は！？

松本義隆
市政会

中 小 企 業 ・ 小 規 模 企 業 振 興 基 本 条 例 の 目 的 は

津 山 市 の 財 政 状 況 、 市 長 の 考 え は

給
食
費
無
償
化

政
治
姿
勢

財
政

政
策
討
論
会

米
軍
単
独
訓
練

産
業
支
援

景
観
整
備

教
育

答答

答答

答答

で
は
「
生
き
た
教

材
」
と
し
て
学
校
給

食
費
を
無
償
化
し
て

い
る
。
津
山
市
で
第

三
子
以
降
の
無
償
化

は
。

業
・
小
規
模
企
業
振

興
基
本
条
例
制
定
の

経
緯
と
目
的
は
。

の
残
高
は
。

は
県
下
最
悪
の
水
準
。

市
長
は
ど
う
思
う
か
。

の
市
長
選
挙
前
に
他

の
立
候
補
予
定
者
と

政
策
討
論
会
を
行
っ

対
策
委
員
会
で
米
軍

単
独
訓
練
受
け
入
れ

が
承
認
さ
れ
市
長
に

答
申
さ
れ
た
が
、
な

ぜ
、
す
ぐ
に
決
断
で

き
な
い
の
か
。

兵
庫
県
相
生
市

津
山
市
中
小
企

財
政
調
整
基
金

将
来
負
担
比
率

平
成
30
年
２
月

日
本
原
演
習
場

引
き
続
き
調
査

平
成
27
年
４
月

28
年
度
末
で

土
地
開
発
公
社

主
催
す
る
第
三

全
市
的
な
見
地

研
究
を
行
っ
て
い
く
。

に
「
つ
や
ま
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
関
係
機
関
と

の
連
携
の
下
で
中
小

企
業
や
小
規
模
企
業

に
目
を
向
け
た
支
援

50
億
２
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

清
算
の
影
響
で
現
時

点
で
の
将
来
負
担
比

率
は
高
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
が
、
改

善
し
て
き
て
い
る
。

今
後
も
財
政
の
健
全

化
を
図
る
。

か
ら
承
認
の
是
非
を

私
が
責
任
を
持
っ
て

決
定
す
る
。

問問

問問問

問

に
ふ
さ
わ
し
い
玄
関

口
と
は
、
駅
周
辺
施

設
の
整
備
だ
け
で
な

く
、
地
域
全
体
が
市

民
や
観
光
客
の
皆
様

に
と
っ
て
安
全
・
安

心
で
あ
る
こ
と
が
最

を
高
め
る
研
修
や
授

業
改
善
、
教
室
環
境

整
備
、
児
童
生
徒
の

規
範
意
識
向
上
策
な

ど
、
様
々
な
取
り
組

み
に
よ
り
、
学
校
の

様
子
は
改
善
傾
向
が

続
い
て
い
る
。

間
労
働
は
、
大
変
厳

し
い
実
態
が
あ
る
。

業
務
負
担
軽
減
の
た

め
、
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
導
入
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
活
用
に
よ
る

授
業
準
備
支
援
、
教

師
業
務
ア
シ
ス
タ
ン

ト
の
配
置
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
市

費
の
支
援
員
等
の
充

実
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

近藤吉一郎吉田耕造
清流の会津山自由民主倶楽部

１ ０ 万 都 市 津 山 に ふ さ わ し い 玄 関 口「 最 低 レ ベ ル 」 津 山 の 学 力 を ど う 立 て 直 す の か

答答

答

問問問 に
ふ
さ
わ
し
い
玄
関

口
と
は
、
津
山
駅
北

口
広
場
な
ど
の
周
辺

施
設
整
備
や
賑
わ
い

創
出
を
図
る
こ
と
も

重
要
だ
が
、
駅
周
辺

地
域
全
体
に
お
い
て
、

市
民
や
観
光
客
の
皆

様
に
対
し
、
安
全
・

安
心
を
確
保
で
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
市
長
の
考

え
は
。

業
が
成
立
し
て
い
な

い
状
況
が
あ
る
。
ど

う
解
決
を
図
ろ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

ス
ト
の
結
果
の
原
因

の
一
つ
に
教
師
の
指

導
力
不
足
と
、
教
務

以
外
の
多
忙
さ
が
あ

る
と
考
え
る
。
津
山

市
の
予
算
で
、
教
務

補
助
を
行
う
職
員
を

10
万
都
市
津
山

一
回
一
回
の
授

今
回
の
学
力
テ

10
万
都
市
津
山

教
員
の
指
導
力

教
職
員
の
長
時

衆楽園のもみじ島

衆 楽 園 の 景 観 と 今 後

答

答

じ
島
の
植
栽
に
つ
い

て
、
南
側
な
ど
は
特

に
寂
し
い
感
じ
が
す

る
が
今
後
の
予
定
は
。

「
園
内
全
域
を
禁
煙

衆
楽
園
の
も
み

来
園
者
か
ら

も
み
じ
島
の
も

国
に
お
い
て

み
じ
は
庭
園
景
観
を

構
成
す
る
一
つ
の
要

素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

植
栽
も
文
化
財
保
護

法
に
基
づ
き
文
化
庁

な
ど
関
係
機
関
と
協

議
を
要
す
る
。
国
指

定
名
勝
に
ふ
さ
わ
し

い
樹
木
管
理
や
景
観

整
備
の
考
え
方
を
関

係
部
署
と
協
議
中
で

あ
り
、
と
り
ま
と
め

に
は
一
定
の
時
間
が

必
要
で
あ
る
。

は
、
公
共
施
設
の
原

則
全
面
禁
煙
を
求
め

て
い
る
状
況
で
あ

り
、
文
化
財
の
火
災

予
防
の
観
点
か
ら
も

禁
煙
に
対
す
る
ご
指

摘
は
理
解
で
き
る

が
、
課
題
、
問
題
点

を
整
理
し
、
検
討
し

て
い
く
。

問問

に
し
て
は
」
と
の
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
考
え
は
。

日本共産党
津山市議団

美見みち子

を
進
め
、
一
定
の
成

果
が
見
え
て
き
た
。

そ
こ
で
、
今
後
の
さ

ら
な
る
進
展
を
目
的

と
し
て
本
条
例
を
制

定
し
、
本
市
を
含
め

た
関
係
支
援
機
関
の

一
層
の
認
識
と
協
調

体
制
の
強
化
を
図

り
、
地
域
の
産
業
が

支
え
る
地
域
経
済
基

盤
の
発
展
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
で
市
民

生
活
の
向
上
に
つ
な

げ
た
い
。

◆

◆◆◆

健
全
な
歯
と
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て

青
少
年
健
全
育
成

と
子
ど
も
た
ち
を

と
り
ま
く
環
境

津
山
市
政
に
つ
い

て議
案
第
76
号
に
つ

い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

優
先
で
あ
り
、
そ
れ

ら
を
確
保
す
る
こ
と

は
市
政
と
し
て
最
も

基
本
的
か
つ
重
要
な

こ
と
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る

観
点
で
施
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
行
政
と

地
域
住
民
な
ど
関
係

者
の
協
働
の
も
と
継

続
的
か
つ
着
実
に
施

策
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。

日本共産党
津山市議団

中村聖二郎

◆◆
教
育
問
題
の
一
つ

と
し
て

平
和
と
市
民
の
安

全
【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

配
置
し
て
い
く
考
え

は
な
い
の
か
。

者
の
有
無
、
論
点
、

司
会
者
の
力
量
が
要

素
と
な
る
。
年
末
年

始
の
厳
し
い
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
は
難
し
い
。

て
は
。
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美作大学生との意見交換会
～魅力あるまちづくりを目指して～

・街灯、防犯灯が少ない。治安維持
　のためにもっと設置をすべき。
・でこぼこ道や道路の段差があり、
　道路の状態が悪い。
・十字路にカーブミラーがなくて危
　ない。あってもへこんでいたりし
　ている。

　平成29年10月21日に美作大学生（31人）と
議員の意見交換会を開催しました。学生の皆さ
んからは、津山市や議会に対しての様々なご意
見をお聞きすることができ、今後のまちづくり
にとって多くのヒントを得ることができました。

・とても話しやすい雰囲気で、自
　分の意見を伝えることができた。
・今後、学生と議会のつながりが
　増える機会を考えていきたい。
・津山のことについて考える良い
　機会になったと思う。

産業と医療・福祉人材など、人材育成の仕組みをまちなかに構築するこ
とで、雇用とまちなか活性化に寄与するものと考える。

市内行政情報格差の是正、情報伝達手段の多重化などが期待できる。エ
フエムつやまと放送内容・経費等について、研究・協議を進めている。

昨年10月に「津山まちなかカレッジ」と
してアルネ津山の地域交流センターにグ
ランドオープンした。プロダクトデザイ
ン講座、女性やシニア、子供向け講座な
ど幅広いメニューによる産業・社会人材
の育成に取り組んでいる。

平成29年4月1日〜7月31日まで、毎週
土曜日と日曜日の定時（午前7時30分〜、
午後0時30分〜、午後6時30分〜）に
5分程度、自動的に通常音量で起動し、
行政情報を放送した。8月1日からは放
送日を拡大し、毎日放送している。

みんちゃい83号より（平成28年12月定例会）

　　社会福祉実習の
　　受け入れができ
　　る環境を整えて
　  ほしい。
　また、そのための
　指導者の育成も
 してほしい。

　自然の多さを
活かしきれていない。
吉井川などで若者が
遊べるような仕組み
　を考えてほしい。

　議会を傍聴したが、
　本会議中に寝てい
  たり、話を聞いて
  いない議員がいる。
 そのような議員に
 市政を任せること
はできない。

　・昔ながらの商店街
　　や城東地区などに
　　魅力を感じる。
　・和菓子でアピー
　　ルをしてほしい。
   （販売場所など）

保育士が足りないよ
うであるが、幼稚園
教諭、養護教員等を
活用してはどうか。

参加者
の感想

あの質問その後どうなった！?
「つやま人材大学校」の目的と効果は？

防災ＦＭラジオを利用して、行政情報を流すことの検討状況は？

その後の状況…

その後の状況…

その時の答

その時の答

産業委員会
【静岡県藤枝市】
　農商工連携・６次産業化推進ネット
　ワーク
【静岡県富士宮市】
　フードバレー構想について

総務文教委員会
【岐阜県岐阜市】
　ICT教育、小中一貫英語教育について
【愛知県知多市】
　地域コミュニティ活性化事業について

建設水道委員会
【香川県宇多津町】
　宇多津 古街の家について
【兵庫県神戸市】
　災害に強い水道づくりについて

広報調査特別委員会
【大阪府高槻市議会】
【京都府精華町議会】
　議会だよりの企画･編集について

厚生委員会
【兵庫県姫路市】
　在宅医療･介護連携推進事業について
【兵庫県相生市】
　子育て支援「11のカギ」について

委員会
視察

昨年10月から11月にかけて、
各委員会の先進地視察を実施
しました。



　私たち津山工業高校写真部は、学校生活の
様々な場面を記録・発表しながら、写真を通じ
てお互いの活動を確かめ合っています。表紙の
カットは昨年末に鶴山公園で撮影したものです。

つやま市議会だよりは、環境保護のため再生紙と大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクル（雑誌）に御協力ください。

今月の表紙〜津山工業高校・写真部〜

編集後記

《応募方法》
　ハガキに「答え（２問）、
議会だよりの感想、議会
への意見、住所、氏名、年齢、
性別、プレゼントの希望
（ⒶまたはⒷ）」をご記入
の上お送りください。

《宛先》
〒７０８−８５０１
津山市山北５２０
　津山市議会事務局あて

正解者の中から抽選でプレゼント

Ⓐ図書カード（500円）５名様
または
Ⓑあば温泉無料入浴券（５枚）
　　　　　　　　　　　５名様
　当選者の発表はプレゼントの
発送をもって代えさせていただ
きます。

（応募締切）
平成３０年３月２０日（消印有効）

次の２問にご回答ください。

　少しでも市民の皆様に、見て、読んでいただける
ような紙面づくりと話題性のある記事を載せるよ
う、広報委員みなで知恵を出し合っています。（行）

　議会だよりの表紙に、素敵な思い出に残る写真を
提供していただきありがとうございます。「小さな
声を大切に」を基本にさらなる編集に努めます。（隆）

①中心市街地に新しく設
　置された駐車場は？
　⇒津山市○○駐車場

②平成２９年１０月２１
　日に議員と意見交換会
　を行った大学は？
　⇒○○大学

お便り紹介〜ご意見にお答えします〜

第８回　みんちゃいクイズ

〔
ご
意
見
〕
30
代　

女
性

　

私
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ち
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支
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っ
て
い
る
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が
ど
の
よ
う

に
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わ
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て
い
る
の
か
が
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か
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す
く
書
か

れ
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り
、
安
心
し
ま
し
た
。

（
回
答
）
皆
様
の
税
金
が
よ
り
有
効
に
使
わ
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る
よ
う
に
議
会
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ま
い
り
ま

す
。（
行
）
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孫
（
７
カ
月
）
の
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代
が
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み
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す
い
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市
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
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す
。

（
回
答
）
切
り
詰
め
る
と
こ
ろ
は
切
り
詰
め
、

伸
ば
す
と
こ
ろ
は
伸
ば
し
な
が
ら
、
未
来
の
津

山
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
隆
）
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　１２月定例会開催中の１２月１１日に議会活性化調査特別委員会を開催しました。
　昨年６月から協議を続けていた議員定数について、各委員から意見を集約した結果、定数削減
と現状維持が拮

きっこう

抗しましたが、最終的に現状の２８人を維持するとの結論を特別委員会で出しま
した。

【委員会内での意見】
　・多くの住民の意見を反映させるため、現在の定数を維持するべきである。
　・人口規模や他都市の議員定数を考慮すると、定数を減らすべきである。

広報調査特別委員会　〔委員長〕吉田耕造　〔副委員長〕秋久憲司
　　　　　　　　　　〔委　員〕岡田康弘　小椋多　近藤吉一郎　中村聖二郎　原行則　村田隆男

議員定数は現状維持との結論を出す

議会活動をチェック ！


